
�

�

�

�

�����������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
干
潟
を
つ
く
ろ
う
！

　

４
月　

日
（
日
）
谷
津
自
然
観
察
セ
ン

20

タ
ー
で
「
干
潟
を
つ
く
ろ
う
！
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
当
日
は
雨
の
為
、

干
潟
を
つ
く
る
作
業
は
5
月
5
日
に
延
期

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
干
潟
を
つ
く
る
必

要
性
の
説
明
と
、
前
回
施
工
地
の
観
察
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
内
で
参
加
し

た
小
学
生
に
「
な
ぜ
干
潟
を
つ
く
る
の

か
？
」
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
の
干
潟
は
四
方
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
護

岸
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
干
潟
に
入
る
場
所

も
な
く
、
し
か
も
急
な
崖
に
な
っ
て
い
る

所
も
あ
り
観
察
す
る
に
は
適
さ
な
い
環
境

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
芝

原
さ
ん
に
と
っ
て
「
干
潟
を
守
る
」
と
い

う
事
に
は
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
本
当
に

干
潟
を
守
る
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
干

潟
に
「
親
し
み
・
愛
着
を
持
ち
・
勉
強
す

る
」
事
が
大
切
で
、
そ
の
為
に
は
観
察
す

る
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

在
の
木
道
は
む
か
し
作
ら
れ
た
物
で
、
周

囲
を
ヨ
シ
で
お
お
わ
れ
て
い
て
観
察
で
き

な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
生
き
物
が
生
活
す

る
上
で
潮
の
満
ち
干
き
が
出
来
な
い
場
所

が
あ
る
の
も
問
題
だ
そ
う
で
す
。

　
「
干
潟
を
つ
く
る
」と
い
う
作
業
は
そ
の

生
き
物
の
生
活
環
境
を
整
え
る
為
に
、
そ

れ
ら
の
場
所
の
泥
を
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
、

一
輪
車
で
運
び
出
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は

人
間
の
仕
事
で
す
。
そ
し
て
自
然
の
力
で

潮
が
何
回
か
満
ち
干
き
し
て
い
く
う
ち
に

泥
が
な
ら
さ
れ
小
動
物
が
生
息
し
、
そ
れ

を
食
べ
る
鳥
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

前
回
、
作
業
を
行
っ
た
場
所
を
観
察
し
て

い
た
ら
、
鳥
が
夢
中
で
餌
を
食
べ
て
い
る

の
を
見
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

3
年
前
か
ら
「
干
潟
と
ふ
れ
あ
う
場
所

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加
し
て
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発　行：習志野販売株式会社

〒２７５－００１６

千葉県習志野市津田沼 5-11-10 吉田ビル 3F

TEL　047-454-2355　FAX　047-454-2357

URL　 http://www.asamaru.com/

e-mail　info@asamaru.com

第22号　5月

「あさまる通信」は毎月 25 日発行です。

�女性のためのシギ・チドリ観察会
日頃、識別がむずかしいということで、敬遠し

がちなシギ・チドリをじっくり見ましょう

開催日時　5月 13 日（火）　

　　　　　午前 10 時～午後 3時 30 分

受付開始時間　

　　　　　午前 9時 45 分　小雨決行

受付場所　谷津干潟自然観察センター前広場

参  加  費　100 円

実施内容　観察センター内レクチャールームで

　　　　　シギ・チドリに関する説明と観察の

　　　　　ポイントを解説します。干潟を一周

　　　　　しながらシギ・チドリを観察します。

申込方法　当日先着順 50 名様（“女性のための”

　　　　　と言っていますが男性の参加もでき

　　　　　ます）

持  参  品　双眼鏡・望遠鏡（持っていれば）、　

　　　　　ノート・筆記用具、お弁当・飲み物、

　　　　　ビニールシート、雨具

問  合  先　習志野市・谷津干潟の日実行委員会

　　　　　事務局　

電　　話　０４７-４５４-８４１６

�県民の日協賛フリーマーケット出展者募集
開催日時　平成 15 年 6 月 1 日（日）

　　　　　午前 10 時～午後 3時（雨天中止）

場　　所　習志野市役所市庁舎第３分室前駐車場

募  集  数　100 区画（飲食除く）応募者多数の

　　　　　場合抽選

出  店  料　2,000 円（1区画：2.5 ｍ× 5ｍ）

応募資格　習志野市民・商店・団体他

申  込  先　習志野市商店会連合会　

　　　　　『県民の日協賛フリーマーケット係』

　　〒 275-0016　習志野市津田沼 5-12-12

　　　　　　　　サンロード津田沼ビル 4階

電　　話　047-455-1955　FAX　047-455-1956

申込方法　往復ハガキに住所・氏名・電話番号・

　　　　　FAX番号・主な出品物を明記

締  切  日　5月 12 日（月）までにお申し込みく

　　　　　ださい

�第15回福祉コンサート　これが吹奏楽だ！
今年もやります！習志野高校吹奏楽部！

ジャズあり、ブラックライト音楽劇あり…　

エネルギッシュな演奏がホールいっぱいに響きわたる！！

開催日時　6月 8日（日）　

　　　　　開場：午後 1時　開演：午後 2時

会　　場　習志野文化ホール（JR津田沼駅南口）

出　　演　習志野高校吹奏楽部

料　　金　前売　1,200 円（全席自由）

※ 5/1 より発売。当日券は発行しません。

�チケット扱い場所�　

　習志野文化ホール・習志野市内各公民館ほか

�予約・問い合わせ先�　

　福祉コンサート実行委員会「これすい」係

電　　話　047-452-4161　FAX　 047-451-8211 

URL　http://www1.seaple.ne.jp/nashakyo/
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い
る
方
が
1
年
目
に
は
干
潟
の
周
り
の
観

察
を
し
て
、
ど
こ
に
新
し
い
干
潟
を
つ
く

る
か
調
べ
ま
し
た
。
2
年
目
は
観
察
会
や

作
業
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
3
年
目
の
今
年

は
市
民
が
参
加
す
る
干
潟
を
作
る
作
業
を

行
い
ま
す
。
作
業
は
人
手
を
多
く
必
要
と

し
ま
す
。
少
し
で
も
大
勢
の
方
に
参
加
し

て
欲
し
い
と
芝
原
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
観
察
会
は
傘
を
さ
し
な
が
ら

で
し
た
が
、
普
段
入
る
事
の
な
い
干
潟
で

説
明
を
受
け
た
り
、
カ
ニ
を
捕
ま
え
た
り

と
、
子
供
た
ち
は
干
潟
の
必
要
性
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録　

周
年
を

１０

迎
え
る
谷
津
干
潟
観
察
セ
ン
タ
ー
で
は
展

示
会
や
観
察
会
・
体
験
教
室
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
干

潟
を
つ
く
ろ
う
！
」
参
加
者
募
集
も
含
め

参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
谷
津
干
潟

観
察
セ
ン
タ
ー　

電
話
0
4
7
�
4
5
4

�
8
4
1
6
ま
で

�谷津バラ園とハンカチの木
　習志野市には歴史的にも優れた価値を持つ品種をそろ

えた、「谷津バラ園」があります。谷津バラ園には約 700

種類 6,300 株のバラが栽培されています。

　元は谷津遊園地内の一施設として、昭和 32 年 5 月 27

日に開園しました。谷津遊園地の閉園後、昭和 63年 5月

に運営を再開しました。園内は中央に噴水を配し、古典

的なシンメトリー（左右対称）の園路を骨格とし、車椅

子による鑑賞もしやすいスロープを用いた、訪れる人に

優しい造りになっ

ています。またバ

ラの調和とシンボ

ルとしてローマ神

話の花の女神「フ

ローラ」の像を中

心に配置してあり

ます。さらにバラ

園の右奥（入り口

から見て）には和風庭園が新設されており、和洋折衷の

庭が楽しめるようになっています。

　バラの種類は、当時の皇太子妃美智子様に捧げられた

朱色のバラ「プリンセスミチコ」や、青みがかった紫色

で独特な香りの「ブルームーン」など色とりどりのバラ

が配置してあります。バラの開花シーズンは春が 5月初

旬～ 6月中旬、秋は 10 月中旬～ 11 月中旬（天候によっ

て開花時期がずれる事があります）です。

　さて題名にも触れている「ハンカチの木」ですが、こ

れは和風庭園の中に咲いています。ハンカチの木とは白

いハンカチを真ん中から摘んだ様な形の花が咲きます。

「植物界のパンダ」と呼ばれ第一級の保護植物です。4月

下旬～ 5月下旬が見頃で国内にも数本しか栽培されてい

ないと言われている、とても珍しい木です。

　皆さんもバラと一緒にハンカチの木もご覧になっては

いかがでしょう。
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